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事例報告

KURENAIの広報戦略
リポジトリ事業の持続性を高めるマーケティング

兵庫県大学図書館協議会研修会

近畿における機関リポジトリコミュニティ形成の支援

2010年12月10日

京都大学附属図書館

電子情報掛 天野絵里子
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KURENAIの概要
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フルテキストアイテム数推移
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Source Data :NII Institutional Repositories DataBase Content Analysis

http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index_e.php (Last Accessed: 26 November 2010)

2007年5月
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84,368件
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コンテンツ種別アイテム割合
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Source Data :NII Institutional Repositories DataBase Content Analysis

http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index_e.php (Last Accessed: 26 November 2010)
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KURENAIの理念

京都大学の中期目標・中期計画

 「研究活動の成果を広く社会に還元する」

 「学術情報の公開を通じて〃社会に対する説
明責任を果す」

京都大学図書館機構の基本理念と目標

 「京都大学が日々創造する世界的に卓越した
知的成果の蓄積・発信を行う」

学術情報流通の変革

 オープン・アクセス化、セルフ・アーカイビ
ングの推進

「広報」をしなければ・・・

広報不足

認知度低迷

必要性の

認識低下

予算減

登録伸び悩み

リポジトリ

の停滞

事業存続の危機を招く
負のサイクルに・・・
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広報をする理由

積極的な

広報

認知度向上

コンテンツ増加

必要性の

認識向上

予算確保

制度化

KURENAI

の発展 事業が持続的に
発展するための
サイクルを確立する

マーケティング

10

価値の選択 価値の提供 価値の伝達

コトラーのマーケティング・マネジメント
フィリップ・コトラー著 ; 月谷真紀訳. -- 基本編. 
ピアソン・エデュケーション, 2002.10. p.63 より改

作る 宣伝する 売る従来

価値を伝える、マーケティング・プロセス 広報

利用者を

分類する

ターゲットを

絞る

重点を

決める

リポジトリで考えると、最初が重要なのでは・・・
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価値の選択：① 利用者を分類する

社会 学術情報へアクセスしたい

修了生 「京都大学」に成果を残したい／学術情報へのアクセス

academia OA推進したい／学術情報流通の変革したい

学会

研究会
認知度向上させたい／学術出版事務コスト削減したい

研究者 成果を発信したい etc.

大学院生 成果を容易に発信したい

学部学生 先輩の論文を参考にしたい

職員 研究成果を収集し、発信したい

価値の選択：② ターゲットを絞る

社会 （KURENAIというよりリポジトリ全体で）

修了生
「京大」への高いコミットメントがあり、

多くの研究者・技術者が活躍中／学位論文というコンテンツ

academia （研究者、学協会との接点を通じ、地道に）

学会

研究会
電子出版ノウハウの提供

研究者
OA促進、リポジトリ支援の強力なサポーターに成り得る

京大の研究成果発信事業として理解が容易

大学院生
成果をアピールしたいと思っている／潜在的なサポーター

KURENAI事業への理解が容易

学部学生 （まだ論文を読みこなして研究していない）

職員 研究成果情報の集中化に向けて協働

今
ま
で
は
こ
の
あ
た
り

中
心
で
し
た
。

次
は
こ
の
あ
た
り
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
。

次
は
こ
の
あ
た
り
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
。
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価値の選択：①’ 利用者を分類する

人文系
紀要／データベースの運営支援 （OJS含）

日本語による蓄積された研究成果の可視化(CiNii)

社会科学系
ワーキングペーパーの公開支援

一次データのアーカイブとして（未）

理系

研究成果の早い発信

蓄積された研究成果の可視化

学術雑誌論文・学位論文（工学研究科）

プロジェクト系 研究成果の保存・継承

研究分野別

価値の選択：③ 重点を決める

14

人文系 社会科学系 理系 プロジェクト系

手続きの制度化などで、協働が欠かせない

修了生

学会
研究会

研究者

大学院生

職員

学術雑誌掲載論文
研究成果DB

博士論文

研究成果

電子ジャーナル化
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KURENAIの価値

いままでは

1. 電子ジャーナル出版

 数研「講究録」

 「応用物理」「泌尿器科
紀要」

 文系紀要

2. 学位論文DBとして

3. 研究活動の広報として

これからも

 KURENAI全般の広報

 電子ジャーナル出版

 文系紀要 ← OJS

 プロジェクト系グループ成果
発信／保存支援

 「制度化」による
持続的収集

 研究成果収集との連携

 博士学位論文

 学術雑誌論文収集

 Open Access啓蒙、促進

具体的な広報事例

16
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注目コンテンツの収集

17

京都大学学術出版会との連携 注目の論文

ノーベル賞
益川敏英、小林誠 氏

iPS細胞 樹立
山中伸弥教授

MANGA京都大学

プレスリリースと図書館資料の情報連携について

附属図書館電子情報掛 （天野）
2010.5.10

実際の雑誌の抄録にリンクすることで情報をより
鮮明に。京大を含む多くの大学では、論文本文
にもアクセスできます。

しかしながら、多くの一般の人は読むこと
ができません。

これは実際に広報課に
持参したスライドです。
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プレスリリース論文のリポジトリ「紅」への掲載

リポジトリ「紅」に掲載することで、一般の人も
生の学術成果に気軽に触れることができます。

プレスリリース後、松田先生よりご了解と著者原稿の
ファイルをいただき、リポジトリに掲載しました。

※ただし、雑誌論文のリポジトリへの掲載に関しては、論文発表の数カ
月後であること、等、一定の要件を満たす必要があります。

これは実際に広報課に
持参したスライドです。

最新の研究成果

掲載依頼等

連絡

論文等関連情報調査

リポジトリ掲載確認

PR掲載

承認
ファイル提供

リポジトリ掲載

業務フロー（案）

研究者

広報課

図書館

PR掲載(追記)

連絡

PR掲載(追記)

連絡

これは実際に広報課に
持参したスライドです。
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情報学研究科同窓会: 広報ブース

21

あなたの論文、

送ってください。

京大が

公開・保存します。

収録論文

70,555件 (2010年5月末)

国内１位！

論文ダウンロード

864,355件 (2009年度)

京都大学学術情報リポジトリ
Kyoto University Research Information Repository

@KURENAI_update

博士論文DLランキング (2009)

1. 工学 62,609 件
2. 農学 20,357 件
3. 薬学 6,899 件
4. 理学 4,845 件
5. 情報学 4,144 件

がんばれ、

博士（情報学）！
修士もね！

dlkyoto@kulib.kyoto-u.ac.jp



2010/12/10

12

広報ツール

23

DRFIC2009

パンフレット

館内ポスター

ロゴ

図書館報、ブログ、Twitter

24

Twitter

ブログ

館報「静脩」
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25

E-Journals published by Kyoto University 

26

“Contemporary and Applied Philosophy” by OJS

Open Journal 
Systems
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電子ジャーナル出版

学内紀要／学協会出版物

 電子化 90誌以上／約500誌(?)

• 大学の出版物と思しきタイトルをリストアップ
し、個別にアプローチ（まずはメールから）

• ILLの多いタイトルなど

• 出版団体からの自発的な申し出も

 「CiNiiに載る」「Googleで検索されやすい」
という価値の認知度上がってきた

Open Journal Systemsによる電子出版
支援

 1誌（応用哲学会）

27

学術雑誌掲載論文の収集

1. Scopusで該当論文を抽出
2. KURENAI登録データとの重複チェック
3. 出版社ポリシーを調査
4. 著者情報（所属・氏名・メール）を把握
5. 寄贈依頼メール一斉送信
6. 許諾あれば、KURENAI登録
7. 希望者にはアクセス数アラートを設定

依頼 登録 登録率

4～10月(～OAW) 311 130 41.8%

OAW 238 96 40.3%

1ヶ月あたり6～80件、ほとんどSTM分野
8%がリピーター
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学術雑誌掲載論文の収集：結果と反応

登録数ではなく、広報の一環

研究者とのコミュニケーション

 おおむね良好な感触

 論文に対する権利意識への理解

• 「なぜこの論文を選んだのですか？」

• 「著者稿は出版されたものとだいぶ違うのです
が・・・」

 さりげなくオープン・アクセス啓蒙

• 「登録お願いします」から、
「セルフ・アーカイビングは著者の権利です。
KURENAIをご活用ください」へ姿勢の変更。

29

制度化：博士学位論文

博士学位論文

 工学研究科

 電子フォーマット提出、許諾書提出を制度化

 学位論文要旨集（冊子体廃刊）の登録／遡及

30

学位取得者

大学院
事務

図書館

冊子体

ソフトウェア
など

電子媒体 リポジトリ

所蔵
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制度化：研究成果データベース

学部／研究科の研究成果データベース

 工学研究科英文論文データベース

• 毎年：Web of Knowledge より抽出

• 研究室単位で許諾を得て登録

 経営管理大学院研究成果

• 研究成果データベースと連携

• 教員・大学院事務室との協働

31

KURENAI事業における今後の課題

Open Journal Systemsのさらなる活用

GCOEなど時限プロジェクトの成果の
収集・発信・保存

博士学位論文制度化の拡大

研究成果データベースとしての活用拡大

広報の評価

32
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